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周辺視の制限が運動技能に及ぼす影響
石垣 尚 男
On the Influence of the Masking 
of the Peripheral Vision on the Motor Skill 
Hisao ISHIGAKI 
This study investigated the influence of the performance of Baseball Ball-throw and 
Basketball Free-throw when the peripheral vision was masked 
The visual field conditions were as follows: non-masking， masked to 90' diameter， masked 
to 50' diameter， masked to 35' diameter， masked to 20' diameter and eye-closed 
1) The direction of Ball-throw was best in the non-masking condition， and was worst in the eye-
closed condition. Moreover， the more masked to the peripheral vision， the more the direction 
of Ball-throw fell. But， There was not relation betw巴enthe visual自eldand distance of the 
Ball-throw. 
2) Likewise the Ball-throw， th巴 ratioof success of Free-throw was highest in non-masking 
condition， and was lowest in eye-closed condition. Moreover， the more masked to the 
peripheral vision， the more the ratio of success of Free-throw f巴1.
3) It was investigated that the peripheral vision excutes important roles to motor skill. It was 
estimat巴dthat the peripheral vision would relate to the hold of body balancing and percep-
tion of distance and others 
目的
一般に中心視は，狭義には網膜中心富(Fovea)での知
覚をいうが，広義には，直径20'の範囲までを中心視とい
うことがある。中心視を広義に用いた場合，直径20'の視
野面積は，両眼注視野面積1)の1.5%にしかならない。98.5
%は周辺視(周辺視野〉に概当する。このことは，視覚
情報のほとんどは，視力や色覚に劣る周辺視野(網膜周
辺部〉に入力していることを示すものであるが，格別，
不自由を感じないのは，敏速，頻繁な眼球運動や頭部運
動が視対象を，視力，色覚に優れている中心窟に把捉し，
識別しているからである。視覚情報入力の大部分を占め
る周辺視がどのような役割を担っているかについては多
くの研究がおこなわれている。なかでも，図形認識2) 文
字認識制なめらかな文章判読5)などは周辺視の働きなく
しては不可能であるといわれている。
運動技能に関係する機能においても，平衡性の保持6)叩)
には中心視より周辺視の働きが指摘されている。運動技
能のように，視覚と手，足などの身体との協応動作が要
求される場合には周辺視の働きは更に重要になると考え
られる。例えば，周辺視を制限して自動車を運転9)するこ
とを考えてみれば，その役割の重要性は明らかである。
運動技能と周辺視との関係を先駆的に実験したのはクレ
ストアニコフ 10)であろう。クレストフニコフは1950年以
前に，周辺視を制限した場合，中心視を制限した場合，
視覚を遮断した場合で、運動技能がどのようになるかにつ
いて，陸上競技，スキー，フィギュアスケート，体操競
技で実験し，中心祝を制限するより，周辺視を制限する
場合の方が運動に及ぼす影響が大きいことを指摘してい
る。しかし，クレストフニコフが周辺視を遮断するのに
用いた装置は，長さ 18~30cm，直径 1 ~ 3 cmの筒がは
め込まれている自動車用眼鏡11)であり，この装置を装着
すること自体が運動動作に影響していることが考えられ
る。又，筒の長さを30cm，直径 1cmとして考えると視
野の範囲は直径約 2'となり視覚のほとんどを遮断した
状態になっている。このため，周辺視の制限に応じて，
つまり，見える範囲の広さに応じて運動技能がどのよう
に変化してゆくのかは明らかではない。
本研究では，運動技能の遂行に影響しないような視野
制限眼鏡を用いて周辺視を種々遮断したとき，運動技能
のパフオ←マンスがどのようになるかを明らかにし，運
動技能において周辺視の果たす役割を推測しようとする
ものである。運動技能としては，硬式野球のボーノレ投げ
(以下，ボ ノレ投げ〕とバスケットボーノレのフリースロ
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一(以下，フリースロー〉を用いた。これらを用いたの
は，一般性のある技能であること，及び，パフォーマン
スの良否が明確であることに加え，ボーノレ投げは，運動
技能としては比較的，動的動作であること，フリースロ
ーは静的動作であることから，これらの側面からの比較
も可能と考えたからである。
方 法
周辺視の制限は，ボーノレ投げ， フリースローとも，図
1に示す黒色塗装した競泳用ゴーグノレに絞りをつけ，被
験者の視野を円形にマスキングする周辺視野制限眼鏡
(自製〉を用いた。視野条件は図2に示す6条件である。
A 視野制限をしない場合(以下，全視野)， B :直径90"
までマスキング， C:直径50"までマスキング， D 直径
35"まて、マスキング， E:直径20。までマスキング(広義の
中心視)， F 閉眼，閉限は直径20。の条件の小孔に黒色ビ
ニーノレテープを張りつけ視覚を遮断した。%は両眼注視
野の面積を100%としたときの各視野面積である。
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セカンドベースを結ぶ直線(基線)を延長し， HBから
85mの位置より助走し， 80mの地点、で， HB手前でワン
パウンドして走者をタッチアウトするようなボーノレを投
げることを要求した。ボーノレ落下点の基線に対するそれ
(角度で表わす)，すなわち方向性と， HBに対する距離
を測定した。 HB上には旗を立て目印とした。使用した
ボーノレは硬式野球ポーノレ (150g)である。測定順序は6
視野条件について，あらかじめ各被験者ごとに作られた
ランダムな順序ごとに各I投し，これを1セットとして
3セット繰り返した。 3人1組となり 1セットごとに
交代し連投によるパフォーマンスへの影響をさけた。閉
眼はあらかじめ被験者にHBの方向を確認させた後，閉
眼状態にした。
方向性と距離の測定方法図 3
周辺視野制限眼鏡
。 物物
A 100・I・ B 90・ 312・'1. C 田・ 96・l・
図 l
傷 後
図2 視野条件
|ポール投げ | 
果
図4は投げられたボール落下点の基線に対するそれの
結
?
愛知工業大学硬式野球部外野手14名を用いた〔全員右
投げ〕。図3iこ示すようにホームベース(以下， HB)と
方
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図4 ボーノレ投げの方向性と距離の平均値
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図 5 ボーノレ落下点の分布
絶対値と， HBに対する距離の平均値である。まず，方
向性についてみると，全視野で1.82'と最もそれの度合が
少なく，閉眼した場合に5.14'と最も大きくなっている。
周辺視を制限した条件をみると， 90'， 50'， 35'， 20・と周
辺視が制限され，見える範闘が狭くなるに従いそれの度
合が大きくなっている。処理×被験体の分散分析の結果，
視野 CF=16.12 df=5，65 P<O.Ol)個体 CF=2.40
df=13，65 P<O.Ol)とも有意であった。下位検定の結
果，全視野と20固の聞に5%，閉眼との聞に 1%の有意差
があった。距離については，いずれの視野条件において
もHBの手前6m附近に落下しており，視野CF=0.28
df=5，65 ns)個体 CF=13.58 df=13，65 P<O.Ol) 
で視野条件の違いによる距離の変動は有意ではなかっ
た。図5はボーノレ落下点の分布から，それの方向に片寄
りがあるかをみたものである。全視野， 90'， 50'， 35'まで
は基線に対して左右へのちらばりが次第に大きくなって
いるものの，特に左右どちらかに偏寄する傾向はみられ
ないが， 20'では右方向へそれることが多くなり，閉眼で
はその傾向が更に顕著になっている。
!フリースロー l
方法
愛知工業大学バスケットボーノレ部員20名 CAクラス，
常時リーグ戦出場者10名， B~ ラス 10名〕。フリースロー
サ-~ノレから各自のフリースロー動作でスローをおこな
った。視野条件はボーノレ投げと同様である。図6に周辺
視野制限眼鏡を装着し， リング前縁に注視点を置いたと
きの視野の範囲を示す。測定はあらかじめ各被験者ごと
に作られたランダムな順序で 1条件について 5投し，
これを1セットとして 2セット繰返した。 1条件におけ
るスロー回数は計10投である。各10投の内容をみるため，
スロー を， リングやボードに当らずに入った(5)，リング
に当って入った(4)，ワングとボード又はボードに当って
入った(3)， リングに当ったが入らなかった(2)， リングと
ボードに当ったが入らなかった(1)，ボードに当ったが入
らなかった(0)，に分類して記録した。
〕 ロ
図6 リング前縁に注視点を置いたときの視野の範囲
56 石垣尚男
ω 
BロsketBo¥l -Free Throw 
N =20 
刷、て
ミ?失40 
30 
20 
10 
No.mosk川990' 50' 35' 20' Eye.close 
図 7 フリースロ←の成功率
結果
図7はスロ←の成功率(以下， ゴーノレ率〕を視野条件
でみたものである。図から明らかなように，全視野のゴ
ノーレ率が55.5%で最も高く，閉限が21.0%で最も低い。
周辺視を制限した場合で、は，ボーノレ投げと向様， 90"， 50"， 
35"， 20。と次第にコーノレ率は低下している。処理×被験体
の分散分析の結呆，視野 (F二 11.12 df=5，95 P< 
o 01)個体 (F=2.33 df=19，95 ns)であった。下位
検定の結果，全視野と35"には5%水準，全視野と20"，閉
眼には1%水準の有意差があった。図 8は20名の被験者
のうちAクラスとBクラスの各10名の全視野におけるゴ
ノーレ率を100%としたときの低下率を比較したものであ
る。 35"では両者には大きな差はないが， 90"， 50"， 20"で
はBグラスのゴーノレ率が低く，周辺視が制限されること
による影響は技能レベノレによって違いがあることを推測
さぜる結果となっている。図9はスローの内容をみるた
め， どのような状態で、入ったか，あるいは入らなかった
かをみたものである。まず，全視野をみると，最も多い
のがリングに当って入った場合(4)，次にリングに当った
が入らなかった場合(2)で， この 2つで、約70%を占めてお
り， リングやボードに当らずに入った場合がこれに続い
ている。閉限では，スローの内容が大きく異なっており，
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図 8 全視野の成功率を100%としたときの成功率の
平均値
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図 9 フリ←スローの内容の推移 (%)
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ボードに当ったが入らなかった(0)や， リングとボードに
当ったが入らなかった(1)の割合が大きくなっており，視
覚のある場合と比較して閉眼によるコントロ ノレの崩れ
が大きいことがわかる。これに対して，周辺視が制限さ
れた場合にも閉眼ほど極端ではないが，内容に変化が起
きており，周辺視が制限されるに従い， リングに当って
入る(4)割合が次第に少なくなり，逆にワングに当ったが
入らなかった(2)の割合が増加し，同時にワングやボード
に当らずに入る(5)場合が少しずつ少なくなっている。こ
のことから，周辺視が制限されるに従い，微妙なボーノレ
コントローノレが影響を受けていることが推測される。
考察
スポーツ場面においては注意を向けるべき重要な意味
を持つ視対象は，そのほとんどが中心視からもたらされ
ており，野球でピッチャーが牽制の際，ランナ を周辺
視で捉えるなどの一部の例外を除けば，周辺視から得ら
れる情報は副次的なもので，特に周辺視からの視覚情報
がなくともパブオ マンスに影響を受けないようにも考
えられる。
このことを，本実験で用いたフリース P ーを例にとる
と(図 6)，フリ←スローをする場合，直径20'内外の視野
からもたらされるリング，パックボート，ネットなどが
スローに必要な対象であって，それ以外の視対象には特
に注意を向けることがなく，又，その必要もないので，
スローをする者にとって視野の周辺は，いわゆる「視野
に入っていない状態」にあると考えられる。ところが，
一旦，注視点をリングに置いてどこまでの範囲が見えて
いるか，視野の広さをみると，上方視野では図6では天
井附近まで，下方視野ではフリースローサークノレの手前
まて¥左右視野ではサイドラインの外側までが視野に入
っている。つまり，意識の上では直径20。内外しか視野に
入っていない状態であっても，実際には非常に広い範囲
からの様々な視対象が網膜上には投射されているわけで
ある。これは脳幹網様体に起因すると考えられる注意の
選択的配分によって必要な対象だけが知覚にのぼるため
であろうと考えられる。
それでは通常，特別に注意を払うことのない周辺視か
らの視覚情報は運動技能にとって有用な役割を果してい
るのであろうか。このことについて明らかにするため本
実験では周辺視を制限するという方法を用いて，ボ ノレ
投げ，フリースローについて調べたのであるが， 2つの
運動技能とも周辺視が制限されるに従ってパフォ マン
スが低下したことから， これらの運動技能にとって周辺
視は何らかの働きをしていることが推測された。
ボール投(1
ボーノレ投げに対する周辺視野制限の影響は方向性に影
響があり，距離への影響はなかった。方向性は視野制限
がない場合に1.82'，見える範聞が直径90'で2.09'，50'で
2.21'， 35。で2.43'と次第にそれの度合が大きくなり， 20' 
では3.12'と視野制限をしない場合との間に有意差(5 
%)を認め，閉眼では5.14。と最も方向性が悪かった(l
%)。
このことは，方向の正確さには視覚が必要不可欠であ
ることを示しているが，見える範闘が直径20'とほぼ広義
の中心視に概当する視野からの視覚だけでは，閉眼に比
較して方向の正確性は良いものの，全視野と比較すれば
有意に方向性は悪くなることを示している。つまり，直
径20'の範囲がみえるだけの場合には，全視野の98.5%が
マスキングされているが，これでも閉眼に比較すれば，
わずか1.5%の視野からの視覚情報だけでも方向性の手
掛りをつかむことができることを示している。しかし，
このことは同時に1.5%の視野て‘は全視野に比較すれば
方向性の低下が起きることも表わしている。従って， こ
の結果は直径20'より周辺から入力する視覚情報が方向
の正確性に関与していることを示唆するものである。本
実験からは，見える範簡の直径が90'，50'， 35。と狭くなっ
てもそれの度合は大きくなるものの有意な低下ではなか
ったことから，直径の範囲が35'あれば方向性に影響しな
い，し、し、かえれば， 35'より周辺から入力する視覚情報は
それほど重要ではないとも考えられる。
本実験はボーノレ投げの技能への影響をみるもので， フ
ィーノレドテスト，パフォーマンステストであり，パフォ
ーマンスに影響する要因は様々であると考えられるため
何に起因して方向性が低下するのかを直接明らかにする
ことはで、きない。
しかし，多くの被験者(全員右投げ)に共通している
のは，直径20'でそれが大きくなることについて，ステッ
プして投球動作に入ったとき右肩が後ろへ引かれると同
時に頭部も右に回転する。その際，それまで左視野周辺
で不明瞭ながらもなんとなく把捉していた方向の目印と
なる旗などが視野外となるので，方向の手掛りを失うと
内省していることは周辺視からの知覚を利用しているこ
とを示唆するものとして興味深い。
クレストフニコフは槍投げ，円盤投げ，ボ←ノレ投げ，
ハンマー投げなどの投機種目において，中心視を遮断，
周辺祝を遮断，全視覚を遮断した場合に方向性や距離が
どのようになるかをみている。これらの種目に共通して
いることは，いずれも周辺視覚を遮断した場合に方向性
が低下し，向時に飛距離も低下するとしていることであ
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る。本実験でもボーノレ投げ一種目であるが方向性が低下
することを認めた。しかし，クレストフニコフの結果と
異なる点は距離には影響がなかったことである。これが
クレストフニコフの用いた種目と異なることに起因する
ためであるかは明らかではないが，タレストフニコフの
結果をみると，槍投げ，円盤投げで，助走や回転をしな
いで投郷した場合には飛距離は変らない結果となってい
る。このことからみて飛距離が低下するのは，周辺視を
制限して長い距離を助走したり，回転したりすることに
よってフォームのノミランス，タイミングなどを崩すため
ではないかと推測される。その点からみると， 5 mステ
ップというその場でのボーノレ投げに近い本実験で距離に
変化がなかったのは助走や回転をしない場合には距離は
変らなかったとするクレストフニコフの結果と一致して
いることになろう。
Smithl2) らは 3~8 mという距離において，視野制限
のない観察条件と， 3種類の視野に制限した還元孔条件
で標的にソフトボーノレを投げるという方法で視野条件の
違いが距離の知覚にどのように影響するかをみている。
その結果は視野を制限すると，制限をしない場合よりボ
ーノレ投げが困難となり，標的までの距離が遠くに見える
という効果を生ずるとしている。このことは，周辺視か
らの視覚は何らかのかたちで距離の見積りに関係してい
ることを示唆するものである。本実験で視野の違いに関
らず距離が変化しないのは Smithらの実験条件と異に
する80mという距離であることから，距離の知覚に違い
を生じないためか，あるいは違いが生じても習熟した投
球技能がそれらを補正するように働いているためとも推
測されるがただちに明らかにできない。方向性の片寄り
については特に顕著ではなかったが， 20'，閉眼において
右方向へそれる傾向がみられた(図 5)。これは被験者が
右投げということと関係があると考えられるが，今後，
左利き者を用いるなどして明らかにする必要があろう。
フリースロー
ボーノレ投げと同様，全視野のゴーノレ率が55.5%と最も
良く，周辺視が制限されるに従って， 90。で51.5%，50・で
44.0%と次第に低下し， 35。では40.0%と全視野との聞に
5%水準の有意差を認め20'では36.0%と1%の有意差
を認めた。周辺視が制限されるとゴール率が低下するこ
とは前述したように(図6)，周辺視が何らかの役割を担
っていることを示すものであるが，ただちにフリースロ
ーのパフォーマンスにどのように影響しているかは明ら
かではない。フリースローの場合には， リング附近に注
視点を置くのが良いとされ，又，熟練者はスロー中の視
点の動揺が少ない13)といわれる。このように注視点をー
定に保つフリースローにおいては，周辺視が制限される
ことによって，身体の平衡性の保持に影響を受けている
ことが考えられる。石垣叫主，本実験と同じ視野条件で重
心動揺がどのようになるかをみており，周辺視が制限さ
れると重心動揺は大きくなり，平衡性の保持にとっては
周辺視が重要であることを報告している。又， Smith凶ら
の実験から推測すると被験者とリングまでの距離が近い
フリースローでは距離の知覚に影響を受けていることも
考えられる。
しかし，周辺視が次第に制限されることによるスロー
の内容の変化(図9)は極端なものではなく，フリース
ローの Timing，Spacing， Gradingなどの Skill;構成要
素に少しづっ微少な影響を及ぼしていることが推測され
る。周辺視の制限の影響は被験者の技能レベルと関係し
ているようである(図 8)。熟練者のパフォーマンスの低
下が少ないことは熟練者は視覚への依存度が少ないこと
を表わしており，今後，技能習熟過程における周辺視の
関与などの興味ある問題を提起するものである。
以上，ボーノレ投げとフリースローの 2つの運動技能に
ついてみたが，これらの運動技能において周辺視は有用
な働きをしていることが明らかになったものといえよ
う。共通しているのは，直径90'に制限されてもパフォー
マンスへの影響はほとんどないことで，視野もかなり周
辺部(この場合，半径45'より周辺)から入力する視覚情
報は特に重要ではないことが考えられる。
今回の結果は周辺視が何らかの働きをしていることを
推測させるものとなっているが，もとより，スポーツ場
面においては，中心視から，あるいは周辺視からの入力
情報として厳密に区分されて関与しているわけではなく
恐らく，全視覚として統合されて利用し，相互に影響し
ているものと考えられ，今回用いた2つの運動技能にお
ける周辺視の具体的働きのみを抽出することは困難であ
ろう。スポーツ場面における中心視，周辺視の個々の働
きについては，厳密に実験統制された条件における基礎
的知見の積み重ねにより次第に明らかにされるものと考
えられる。
要約
運動技能の遂行において周辺視が有用な働きをしてい
るかを明らかにするため，視野制限をしない場合，直径
90'，直径50'，直径35'，直径20'(広義の中心視〕の各々
の範囲がみえるようにした視野制限条件，及び閉限の 6
条件を設定し，各々の視野条件がボーノレ投げ， フリース
ローのパフォーマンスにどのような影響を及ぼすか実験
をおこなった。
1 )ボーノレ投げで、は視野制限のない場合に最も方向性
周辺視の制限が運動技能に及ぼす影響 59 
〔それの角度〉が良く，閉限で最も方向性が低下した。
又，周辺視を制限し，見える範囲が狭くなるに従い方
向性は低下した。しかし，投げられる方向に特に顕著
な片寄りはなかった。
2 )視野条件の違いに関らず，投げられる距離への影響
t工な:IJミっt.:o
3 )フりースロ においてもボーノレ投げ、と同様，視野制
限のない場合にゴーノレ率(成功率〉が最も高く，閉限
で最も{尽く，周辺視が制限されるほどコーノレ率は低下
し7こ。
4)技能レベノレの高い被験者のノミフォーマンスの低下は
少なし周辺視の制限の及ぼす影響は技能レベノレと関
係していることが推測された。
5 )運動技能の遂行において周辺視が何らかの働きをし
ていることは今回の実験から明らかになった。これに
は，少なくとも身体の平衡性の保持や距離の知覚が関
与していることが推測されるが，更に他の具体的な役
割やその機序については今後の研究成果を待たなけれ
ばならないと考えられる。
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